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1．はじめに 

九州北部の博多湾に面する 114ha の今津干潟は，ク

ロツラヘラサギなどの野鳥やカブトガニの生息地とな

っており，生物多様性の観点から貴重である．近年、

干潟に牡蠣礁が広がり出し，悪臭や景観への悪影響が

地元民から指摘され，対応が要請されている．それに

対し，福岡市は今年度，小規模実験として重機による

牡蠣礁除去を実施したが，より効果的かつ持続可能な

対策が求められている．牡蠣礁の広がりと関係がある

と考えられる今津干潟の近年の変化として，底質の泥

化がある．良質の土砂が上流から降下しなくなったと

言われており，その要因の一つとして，流域上流の瑞

梅寺ダム建設（1977 年完成）が挙げられる． 

ダム上流で生産される土砂の大部分は，ダムに堆積

し，計画量を上回る多くの土砂が堆積している．（図-1）

福岡県は，貯水容量確保のため 2005 年にダム上流に貯

砂ダムを設けたが，貯砂ダムの機能維持のためにも，

定期的に土砂を撤去する必要がある． 

 

2．概要 

干潟の環境改善方法の一つに，流域全体での土砂管

理がある．現在，福岡県と福岡市の協力のもと，干潟

への土砂供給のための投入砂に，流域上流の瑞梅寺ダ

ムの貯砂ダムに溜まった土砂を用いるという検討がな

されている。そこで，この計画の基礎条件の確認と，

更なる流域土砂管理に繋げるための流域土砂移動の解

明を進めた． 

 

（１）流域解析 

今津干潟に流入する河川（瑞梅寺川水系）の流域（図

-2）について，GIS（地理情報システム）とアメダスの

データにより解析を行い，土砂流出に対するダムの影

響を評価する．図-3 から図-6 に示すような，流域面積・

地形（勾配）・地質・地被条件（土地利用）の情報等か

ら，下記の式を用いて，流域全体の土砂流出量に占め

るダム上流域からの土砂流出量の割合を概算する． 

【1】流下率
2.04.0 / AIf     1) 

I ：河床勾配， A ：流域面積 

【2】ダムの年堆砂量 sQ （10
3ｍ3）2)

 

F ：流域面積（km
2），

0F ：比較流域平均面積（km
2） 

P ：年雨量(㎜)， mP 年最大日雨量のモード(㎜) 

DRI ：開発指標( DI )＋河道指標( RI )， 

TI ：地質指標(GI )＋森林指標( FI )＋ DRI  
（変換値）=（仮評点）／（仮評点の平均値） 

指標は，変換値に面積割合を掛けて合計した値を用い

ることとした．（表-1）※
sQ はダム堆砂量であるが，今

回は流出土砂量とみなす． 

 

 

図-1 瑞梅寺ダム堆砂量 

 

図-2 瑞梅寺川水系流域 

  

図-3 標高 図-4 流域区分 

 

図-5 瑞梅寺川水系の河川勾配 
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（２）堆積土砂特性 

今津干潟のカブトガニの産卵場（約 300m）において，

砂が流失し産卵場に適した場所が狭くなるという現象

がみられている．それを受け福岡市は，平成 22，21

年度の 2 年で，90m
3 の購入砂を補充している。 

カブトガニ産卵地造成土砂の粒径の適性条件は，中

央粒径 D50：0.7mm，粘土・シルト分 3％以下であり 3)，

購入砂は D50：1.10mm，粘土・シルト分 1.4％である．4）

これらと比較して，貯砂ダムに堆積した土砂の特性を

把握し，干潟に投入する砂としての適性を判断した． 

 

3．結果 

（１）流域解析 

【1】流下率 f  

流域全体：0.11，ダム上流：0.31 

発生した土砂を下流に流す力が，流域全体と比べダム

上流域の方が 3 倍近く大きいといえる． 

【2】流出土砂量 sQ
 

流域全体：3.6×10
3ｍ3，ダム上流：1.2×10

3ｍ3
 

干潟に流入する土砂のうち，1/3 がダムに捕捉されてい

るといえる． 

 

（２）堆積土砂特性 

堆積箇所（図-7）によってばらつきがあり，図-8 に

示すように，0.5mm  50D 15mm，粘土・シルト分が

3％を超えるのは 3 箇所（4，5，15），その他は 1.3％以

下であった．粒径の小さい土砂が堆積している場所は，

水流の滞る河岸際等であり，その他の大部分は干潟に

投入する土砂としての適性を満たすといえる． 

 

4．結論 

土砂流出は，多くの要因が関係し(述べた事象以外に

も砂防ダムや堰なども関係する)，地域ごとに特性が異

なるため，適切に評価するのは難しい．しかしながら，

瑞梅寺川水系流域から干潟への土砂流入に，ダムの影

響は無視できないといえる． 

またこの地域において，干潟の投入砂に同じ流域にあ

るダムの堆砂を用いるという流域土砂管理の手法は，土

砂特性においては問題ないといえるが，堆積場所の深さ

方向の特性変化の検討も必要であり，土砂投入後の干潟

の経過観察も重要である．更に進んだ流域土砂管理を検

討するには，河床状態にも注目する必要がある． 
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図-6 土地利用（2006 年） 

 

表-1 土砂生産の仮評点と指標の計算過程 

 
 

 

 

 

○サンプル採取箇所 

 （1～15） 

 

■砂州 
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□水面 

図-7 貯砂ダム堆積状況とサンプル採取箇所 

 
図-8 図-７の各箇所における粒度分布 

流域全体 ダム上流
域

崩壊跡地，裸出地 9 2.32 0.00 0.00

伐採跡地，草生地 6 1.02 0.08 0.26

幼令地，粗悪林地 4 0.68 0.00 0.00

良好中庸林地 2 0.34 0.92 0.74

畑，水田，ゴルフ場 2 0.34 0.74 0.82

集落，都市，道路 2 0.34 0.26 0.18

河道 6 1.02 0.25 0.00

貯水池 0 0.00 0.75 0.00

3.88 1.00

沖積地 3 0.46 0.51 0.03

風化花崗岩 8 1.23 0.19 0.77

弱風化花崗岩 5 0.77 0.14 0.00

変成岩 10 1.54 0.16 0.20

6.50 1.00
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